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平
日
は
仕
事
な
ど
に
よ
り
納
税
に
関
す

る
相
談
が
で
き
な
い
人
の
た
め
の
休
日
納

税
相
談
窓
口
を
、
現
在
毎
月
第
４
週
の
土
・

日
曜
日
の
午
前
中
に
市
役
所
税
務
課
で
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
６
月
以
降
の
休
日
納

税
相
談
か
ら
、
土
曜
日
の
納
税
相
談
が
予

約
制
に
な
り
ま
す
。（
８
月
と
２
月
を
除

く
）
な
お
、
日
曜
日
の
休
日
納
税
相
談
窓

口
は
従
来
ど
お
り
実
施
し
、
予
約
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

▼
土
曜
休
日
納
税
相
談（
予
約
制
）の
内
容 

・
予
約
の
受
付
期
間
は
実
施
日
前
日
の
午

前
中
ま
で
。 

・
予
約
が
少
な
か
っ
た
場
合
は
、
他
日
へ

振
り
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。 

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
通
訳
は
あ
り
ま
せ
ん
。

通
訳
が
必
要
な
場
合
は
日
曜
日
の
休
日

納
税
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

○
６
月
以
降
の
休
日
納
税
相
談
（
土
・
日

曜
日
両
日
）
に
つ
い
て
、
相
談
を
伴
わ
な

い
納
税
の
み
の
利
用
は
窓
口
混
雑
の
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
お
断
り
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
税
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

     

　
平
成
24
年
５
月
７
日
付
で
外
国
人
登
録

情
報
を
も
と
に
仮
住
民
票
を
作
成
し
、
そ

の
内
容
を
ご
本
人
に
５
月
中
旬
頃
通
知
し

ま
す
。 

　
仮
住
民
票
が
届
い
た
ら
内
容
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
実
態
と
異
な
る
場
合
は
市

役
所
で
変
更
・
訂
正
の
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。 

　
氏
名
・
住
所
・
続
柄
・
在
留
資
格
・
在

留
期
間
な
ど
は
、
住
民
票
の
作
成
に
関
わ

る
重
要
な
事
項
で
す
の
で
、
申
請
が
漏
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

５
月
下
旬
ま
で
に
通
知
が
届
か
な
い
場
合

は
市
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

      

　
日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20

歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険

者
と
な
り
、
保
険
料
（
平
成
24
年
度
は
月

額
１
万
４
千
980
円
）
の
納
付
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
申
請

に
よ
っ
て
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予

す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
に
な
っ
て

い
る
と
、
万
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
重
い
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
学

生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
障
害

年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
含
ま
れ
ま
す
。

学
生
で
所
得
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
必
ず
学
生
納
付
特
例
を

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

た
期
間
は
、
将
来
の
年
金
額
の
計
算
に
含

ま
れ
ま
せ
ん
。
将
来
の
年
金
額
を
減
ら
さ

な
い
た
め
に
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年

間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）
で

き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
承
認

を
受
け
た
年
度
か
ら
３
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定

の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
） 

▼
対
象
者
　
大
学
・
短
期
大
学
・
大
学
院
・

高
等
学
校
・
専
修
学
校
・
各
種
学
校
（
一

年
以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）
に
在
学
中

の
20
歳
以
上
の
学
生
。（
夜
間
・
定
時
制
・

通
信
課
程
も
含
む
） 

▼
申
請
場
所
　
住
民
票
を
登
録
し
て
い
る

市
町
村
役
場
の
年
金
担
当
窓
口 

▼
申
請
手
続
に
必
要
な
も
の
　
年
金
手
帳
、

学
生
証
（
ま
た
は
在
学
証
明
書
）、
印
鑑 

※
前
年
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、
承

認
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

前
年
の
所
得
お
よ
び
在
学
状
況
を
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
毎
年
申
請
が

必
要
で
す
。 

平成23年度知立市まちづくり委員会が 
市長へ提言書を提出しました 
　「まちづくり委員会」は、公募委員により構成され、
市民目線で捉えたまちづくりに関する自主研究を
行い、市長に施策等の提言をする自主研究組織です。 
　平成23年度は、14人の委員が「減災推進部会」
と「まちづくり委員会の在り方部会」に分かれて研
究し、その結果を提言書としてまとめ、3月22日（木）
に市長へ提出しました。 
　「減災推進部会」は、“災害から自分の身を守る”
をテーマとして、東日本大震災などの自然災害に
よる被害の軽減を図る取り組みなどについて研究し、
4つの提言を行いました。 
　「まちづくり委員会の在り方部会」では、委員会
の基本的な運営方法や、委員会を市民に周知する
方法などについて研究を行い、2つの提言を行いま
した。 
　詳細は、市ホームペー
ジの「平成23年度まち
づくり委員会からの報告」
をご覧ください。 
▼問合せ　協働推進課　協働人権係（内線334） 

外
国
人
の
住
民
の
皆
さ
ん
に 

仮
住
民
票
を
送
付
し
ま
す 

市
民
課 

市
民
企
画
係
（
内
線
196 
・
197
） 

学
生
の
皆
さ
ん
　
学
生
納
付
特

例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か 

国
保
医
療
課 

国
保
年
金
係
（
内
線
157
） 

土
曜
日
の
休
日
納
税
相
談
窓
口

が
予
約
制
に
な
り
ま
す 

税
務
課 

徴
収
係
（
内
線
131
） 
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保険料額 

平成22・23年度の保険料率 

所得割率 

均等割額 

7.85％ 

41,844円 

均等割額 
43,510円 

所得割額 
（総所得金額－33万円）×8.55％ ＝ ＋ 

平成24・25年度の保険料率 

所得割率 

均等割額 

8.55％ 

43,510円 

一人当たりの平均保険料は
80,214円で平成22・23年度よ
り5.86％の増となっています。 

Ｑ
１
．
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
る
人
は
？ 

Ａ
１
．
世
帯
主
が
納
税
義
務
者
で
す
。 

　
例
え
ば
、
世
帯
主
が
国
保
で
は
な
く
、

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
場

合
で
も
、
家
族
に
１
人
で
も
国
保
加
入

者
が
い
れ
ば
、
世
帯
主
に
国
保
税
の
納

付
義
務
が
あ
り
ま
す
。 

 

Ｑ
２
．
１
月
に
会
社
を
や
め
た
の
で
す
が
、

４
月
に
加
入
の
手
続
き
を
す
る
と
、
保

険
税
は
４
月
分
か
ら
発
生
し
ま
す
か
？ 

Ａ
２
．
い
い
え
、
１
月
分
か
ら
保
険
税

が
発
生
し
ま
す
。 

　
国
保
税
は
加
入
す
る
資
格
が
発
生
し

た
月
分
か
ら
納
め
ま
す
。
ま
た
、
国
民

健
康
保
険
へ
加
入
す
る
届
け
出
が
、
喪

失
日
か
ら
14
日
以
内
の
期
限
に
遅
れ
た

場
合
、
届
け
出
日
以
前
に
か
か
っ
た
医

療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、

届
け
出
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。 

Ｑ
３
．
所
得
が
な
い
と
保
険
税
が
安
く

な
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
手
続
き
は
必

要
で
す
か
？ 

Ａ
３
．
世
帯
主
お
よ
び
国
保
加
入
者
の

人
は
所
得
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
世
帯
主
お
よ
び
国
保
加
入
者
全
て
の

人
に
所
得
が
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、

軽
減
が
か
か
り
、
保
険
税
が
安
く
な
り

ま
す
。 

 

Ｑ
４
．
平
成
24
年
度
の
国
保
の
納
税
通

知
書
は
い
つ
届
き
ま
す
か
？ 

Ａ
４
．
７
月
中
旬
頃
送
付
予
定
で
す
。 

 

Ｑ
５
．
口
座
振
替
で
国
保
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
か
？ 

Ａ
５
．
口
座
振
替
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

　
口
座
振
替
を
ご
利
用
さ
れ
る
と
、
保

険
税
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、

金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る

う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
と
て
も
便
利

で
す
。 

※
平
成
24
年
度
分
の
口
座
振
替
を
希
望

さ
れ
る
人
は
、
６
月
末
日
ま
で
に
ご

希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
へ
「
口

座
振
替
依
頼
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

 

▼
問
合
せ
　
国
保
医
療
課
　
国
保
年
金

係
（
内
線
154
） 

国
民
健
康
保
険
税
　
よ
く
あ
る
Ｑ
＆
Ａ 

12月 1月 2月 3月 4月 5月 

例：1月に会社をやめて4月に国保の加入 
　　の届け出をした場合 

会社をやめた 
（国保加入資格発生） 

国保の加入の 
届け出をした 

保険税は遡って納めます 

この間の医療費は 
全額自己負担 

　保険料の改定は2年ごとに、愛知県後期高齢者医療広域連合が行います。平成24・25年度の保険料は次の
とおり決定しました。 
 
 
 
 
【保険料が増加する理由】・被保険者一人当たりの医療給付費が伸びたこと　・高齢者人口が増加したこと 
 
■保険料の計算方法 
 
 
 
一人当たりの上限額は55万円です。（平成23年度までは50万円） 
※平成24年度の保険料額は7月中旬に「後期高齢者医療保険料決定通知書」や「後期高齢者医療保険料納入
通知書」でお知らせします。 
 
■保険料の納付方法 
・後期高齢者医療の保険料は原則年金天引ですが、年金天引できない人もいます。年金天引できない人は便
利な口座振替をご利用ください。申込みは市役所または市内の金融機関まで。 
 
■問合せ　国保医療課　医療係（内線151・152）、愛知県後期高齢者医療広域連合（1052-955-1223） 

後期高齢者医療保険料改定のお知らせ 後期高齢者医療保険料改定のお知らせ 
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※問合せは知立市役所 

TEL 0566－83－1111（代表） 
FAX 0566－83－1141 
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp

     
　
５
月
１
日
〜
31
日
は
、
赤
十
字
運
動
月

間
で
す
。
運
動
期
間
中
、
各
町
内
会
を
通

じ
て
、
社
資
募
集
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
町
内
会
に
未
加
入
で
赤

十
字
の
活
動
資
金
（
社
費
お
よ
び
寄
付
金
）

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
人
は
、
福
祉
課
窓

口
で
受
付
け
ま
す
。 

　
赤
十
字
運
動
の
目
的
は
、
人
間
と
し
て

の
「
み
ん
な
の
や
さ
し
さ
」
を
大
き
な
力

に
し
、
民
族
・
宗
教
な
ど
の
対
立
を
こ
え

た
国
際
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、

世
界
中
で
困
窮
し
て
い
る
人
々
を
援
護
し

た
り
苦
し
み
を
軽
減
し
た
り
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。 

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
こ
の
５
月
を
「
赤

十
字
運
動
月
間
」
と
し
て
赤
十
字
運
動
に

賛
同
し
、
支
え
て
い
た
だ
け
る
社
員
へ
の

加
入
と
赤
十
字
活
動
に
必
要
な
資
金
（
社

費
と
寄
付
金
）
へ
の
ご
協
力
を
広
く
皆
さ

ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
社
員
に
は
、
赤
十
字
の
活
動
に

賛
同
し
、
支
え
て
い
た
だ
け
る
人
な
ら
個

人
・
法
人
を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。（
社
員
と
な
っ
た
人
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
社
費
は
年
間
500
円
以

上
）
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

○
５
月
８
日
は
、
赤
十
字
の
創
設
者
ア
ン

リ
ー
デ
ュ
ナ
ン
の
誕
生
日
に
ち
な
ん
で
「
世

界
赤
十
字
デ
ー
」
で
す
。 

      

　
小
麦
の
安
定
生
産
に
向
け
て
、
病
害
防

除
の
た
め
の
農
薬
散
布
を
行
い
ま
す
。
散

布
に
あ
た
っ
て
、
住
宅
、
隣
接
作
物
、
公

共
施
設
等
の
周
辺
に
お
い
て
は
、
緩
衝
区

を
設
け
る
な
ど
細
心
の
注
意
を
も
っ
て
行

い
、
強
風
等
に
よ
り
飛
散
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
は
作
業
を
行
い
ま
せ
ん
。 

　
散
布
中
は
危
険
で
す
の
で
、
近
寄
ら
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

　
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
散
布
時
期
　
４
月
中
旬
〜
５
月
上
旬 

▼
散
布
場
所
　
市
内
小
麦
栽
培
ほ
場（
水
田
） 

▼
散
布
方
法
　
乗
用
管
理
機
お
よ
び
無
人

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
散
布 

▼
使
用
薬
剤
　
小
麦
ア
カ
カ
ビ
病
に
対
す

る
殺
菌
剤
（
登
録
農
薬
） 

      

　
粗
大
ご
み
と
し
て
捨
て
ら
れ
た
家
具
な

ど
を
簡
単
に
補
修
し
、
入
札
を
し
ま
す
。

応
札
価
格
は
100
円
か
ら
で
す
。 

▼
展
示
入
札
期
間
　
５
月
１
日
c
〜
13
日

a ▼
と
こ
ろ
　
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
刈
谷

知
立
環
境
組
合
管
理
棟
２
階
） 

▼
参
加
資
格
　
知
立
市
、刈
谷
市
在
住
の
人 

▼
開
札
・
連
絡
・
引
渡
期
間
　
５
月
15
日

c
〜
20
日
a 

○
引
渡
期
間
厳
守
。期
限
ま
で
に
取
り
に
来

ら
れ
な
い
場
合
は
落
札
無
効
と
な
り
ま
す
。 

○
引
渡
時
は
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
必

ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
営
利
目
的
の
入
札
、
返
品
お
よ
び
キ
ャ

ン
セ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
。 

○
運
び
出
し
は
自
己
搬
出
で
す
。 

       

▼
と
き
　
５
月
17
日
e
・
18
日
f
（
２
日

間
）
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
４
時 

▼
と
こ
ろ
　
安
城
市
民
会
館 

▼
定
員
　
162
人
（
先
着
順
） 

▼
受
講
料
　
３
千
500
円
（
当
日
徴
収
） 

▼
申
込
期
間
　
４
月
23
日
b
〜
27
日
f
（
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
） 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
。 

※
申
込
書
は
、
申
込
場
所
ま
た
は
連
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。申
込
時
、

写
真
を
忘
れ
ず
に
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
、

３
か
月
以
内
の
証
明
写
真
１
枚
必
要
） 

▼
申
込
場
所
　
衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防

局
予
防
課
予
防
係
ま
た
は
知
立
消
防
署
予

防
係 

※
電
話
お
よ
び
郵
送
等
に
よ
る
受
付
は
行
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
直
接
窓
口
に
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。 

﹇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
紹
介
﹈ 

知
立
市
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会 

　
私
た
ち
は
平
成
20
年
５
月
の
発
足
以
来
、

災
害
発
生
時
に
設
置
さ
れ
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
支
援
本
部
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
ニ
ー
ズ
の
調
整
を
図
り
、
救
援
・
救

助
活
動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
行
え
る
よ

う
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
知
識

と
行
動
体
制
を
習
得
す
る
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

も
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
支
援
本
部
の
運
営
・
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。 

　
月
１
回
の
勉
強
会
を
開
催
し
研
鑽
す
る

と
と
も
に
、
勉
強
会
で
得
た
防
災
の
知
識

を
様
々
な
人
に
伝
え
る
活
動
と
防
災
に
関

す
る
講
座
、
防
災
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養

成
講
座
等
も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
も
会
員
が
積
極
的
に
参
加
し
て

お
り
、
今
後
も
ま
だ
ま
だ
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
当
会
で
は
、
防
災
に
関
心
の
あ
る
人
を

歓
迎
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
会
員
に
な

り
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
人
の
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
て
よ
り
良
い
活
動
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
せ
　
知
立
市

防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
会
代
表
　
中
島
（
1

（81）
１
３
４
１
） 

「
５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
」で
す 

赤
十
字
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を 

福
祉
課 

保
護
援
護
係
（
内
線
143
） 

リ
サ
イ
ク
ル
家
具
等
の
展
示
・
販
売 

刈
谷
知
立
環
境
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
（21）
７
２
５
１
） 

小
麦
の
農
薬
散
布
を
実
施
し
ま
す 

あ
い
ち
中
央
農
業
協
同
組
合 

営
農
部 

営
農
資
材
課
（
1
（73）
４
４
０
２
） 

農
畜
産
課
（
1
（73）
４
４
０
６
） 

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習 

衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局 

予
防
課 

予
防
係
（
1
（63）
０
１
３
６
） 

知
立
消
防
署
予
防
係
（
1
（81）
４
１
４
２
） 
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■
耐
震
補
助
事
業
（
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等

補
助
制
度
創
設
）
の
お
知
ら
せ 

　
先
の
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
は
多
く
の
人
が
お
亡
く
な
り

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
は
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
９
割
以
上

が
建
物
の
倒
壊
等
に
よ
る
圧
死
や
窒
息
死

で
し
た
。
地
震
で
尊
い
命
を
失
わ
な
い
た

め
に
、
耐
震
診
断
に
よ
り
わ
が
家
の
耐
震

性
を
知
り
、
耐
震
補
強
を
す
る
な
ど
の
備

え
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
市
で
は
新
年
度
か
ら
耐
震
に
関
す
る
補

助
事
業
を
以
下
の
と
お
り
行
っ
て
い
ま
す
。

耐
震
補
強
等
を
お
考
え
の
人
は
ぜ
ひ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
今
年
度
か
ら
新
た

に
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
設
置
に
対
し
、

補
助
事
業
を
創
設
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

※
各
申
請
と
も
補
助
申
請
前
に
工
事
着
手

し
た
場
合
は
補
助
対
象
に
は
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

※
こ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
詳

細
に
つ
い
て
は
建
築
課
ま
で
お
問
合
せ

い
た
だ
く
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅
であること。在来軸組構法、伝統工法の2階
建て以下の木造住宅であること。建物の所
有者等が申込みをされる住宅であること。 

 
1戸建：補助限度額　1戸当たり8.6万円 
1戸建以外：補助限度額　1戸当たり5万円か
つ1棟あたり160万円を限度 
（※）延べ面積によって単価が異なります 

 
耐震診断において判定値が1.0未満である木
造住宅を耐震改修工事により判定値を1.0以
上かつ1.0未満の階別方向別上部構造評点を、
判定値に0.3加算した数値以上とすること。 

耐震診断において判定値が0.7未満である木
造住宅を耐震改修工事により判定値を0.7以
上かつ0.7未満の階別方向別上部構造評点を、
判定値に0.3加算した数値以上とすること。 

 

1戸建：1戸当たり補助限度額80万円 
1戸建以外：マンション、避難路沿道等分譲
マンションが該当します。詳細はお問合せ
ください。

 
 
 

床面積は30㎡以上であること。地震発生時
に通行を確保すべき道路から当該住宅の軒
高以内の距離に建っていること。耐震診断
において判定値が1.0未満であること。 

申請時における年齢が65歳以上であること
または身体障害者福祉法に規定する身体障
害者手帳の交付を受けている人や介護保険
法に規定する要介護認定を受けた人等、地
震発生時に避難することが困難な人である
こと。耐震診断において判定値が1.0未満で
あること。 

 

市が行い、個人負担は無料
 

 
 

いずれか低い額 
・耐震診断費用の2/3（1戸
建、1戸建以外共通） 
・延べ床面積（㎡）×延べ
面積当たり単価（※）×2/3（1
戸建以外） 

設計費：かかった費用
の2/3（限度額10万円） 
工事費：かかった費用
（限度額90万円） 

 
工事費：かかった費用 
（限度額30万円） 
 

一戸建ての場合 
・32,600円×延べ面積×23
％×2/3（ただし、上限あり。
また、工法、条件により上
乗せの場合あり） 
※1戸建以外の場合は別に定
　めあり 

 
解体費：かかった費用 
（限度額20万円） 
 

 

耐震シェルター：かかった
費用（限度額25万円） 
防災ベッド：かかった費用 
（限度額15万円） 

昭和56年5月31日以前に
着工された木造住宅に
対して専門家を派遣し
て耐震診断を行う。 

 
昭和56年5月31日以前に
着工された非木造住宅
に対して耐震診断の費
用の一部を補助する。 
 

 
 

昭和56年5月31日以前に
着工された木造住宅の
耐震改修の費用の一部
を補助する。 

 

 
 

昭和56年5月31日以前に
着工された非木造住宅
の耐震改修の費用の一
部を補助する。 
 
 

昭和56年5月31日以前に
着工された木造住宅の
解体の費用の一部を補
助する。 

 
昭和56年5月31日以前に
着工された木造住宅に
おいて耐震シェルター
設置費用の一部を補助
する。 

一
般
型 

木
造
住
宅 

木
造
住
宅 

木
造
住
宅 

木
造
住
宅 

耐
震
診
断 

耐
震
改
修 

解
体 

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー 

非
木
造
住
宅 

非
木
造
住
宅 

簡
易
型 

概　要 補　助　額　等 備　考（対象となる建築物の条件等） 

■住宅に対する耐震関係補助制度概要〈平成24年度版〉 

大
地
震
か
ら
命
を
守
り
ま
し
ょ
う 

建
築
課 

建
築
係
（
内
線
456 
・
457
） 
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※問合せは知立市役所 

TEL 0566－83－1111（代表） 
FAX 0566－83－1141 
E-mail : info@city.chiryu.lg.jp

5月10日（木） 
午後1時30分から 面接 中央公民館 

5月21日までに 
本人に発送 

期日 試験 
内容 

試験会場 結果発表 

昭和25年4月2日
以降に生まれた人
で、パソコンのロー
マ字入力ができる
人（学歴不問） 

施設利用者の受付、使
用料の徴収、利用申請
書の受付、データ入力
およびその他施設管理
に必要な事務 

臨時職員 

1人程度 

採用人数 

職種 職務内容 受験資格等 

    

▼
募
集
人
員
　
１
人 

▼
応
募
資
格
　
昭
和
18
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
栄
養
士
免
許
を
有
し
、

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
業
務
が
で
き
る
人 

▼
業
務
内
容
　
給
食
用
食
材
の
検
収
業
務

お
よ
び
一
般
事
務 

▼
雇
用
期
間
　
５
月
７
日
〜
11
月
６
日
ま

で
。
た
だ
し
、
勤
務
状
況
が
良
好
な
場
合

は
雇
用
期
間
を
延
長
し
ま
す
。 

▼
勤
務
日
　
週
５
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝

祭
日
を
除
く
） 

▼
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
〜
午
後
２
時
30

分
（
60
分
休
憩
） 

▼
賃
金
　
時
間
給
１
千
270
円
（
月
末
締
め

翌
月
16
日
支
給
） 

※
厚
生
年
金
・
健
康
保
険
の
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。 

▼
採
用
方
法
　
書
類
選
考
後
面
接 

▼
募
集
期
間
　
４
月
20
日
f
〜
27
日
f 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
。（
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
） 

全
国
で
も
珍
し
い
人
形
か
し
ら
が 

発
見
さ
れ
ま
し
た
！ 

　
市
史
編
さ
ん
係
で
は
、
昔
の
史
料
を

集
め
る
と
と
も
に
、
様
々
な
調
査
も
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
知
立
ま
つ
り
で
代
々

使
わ
れ
て
き
た
人
形
か
し
ら
約
300
点
に

つ
い
て
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調

査
者
は
、
人
形
か
し
ら
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
加
納
克
己
氏
（
人
形
芸
能
史

研
究
所
所
長
）
で
す
。 

　
人
形
か
し
ら
は
、
竹
本
義
太
夫
以
後

の
義
太
夫
節
系
と
そ
れ
以
前
の
古
浄
瑠

璃
系
と
に
大
き
く
分
類
さ
れ
、
知
立
で

は
義
太
夫
節
系
以
後
の
も
の
し
か
な
い

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回

の
調
査
に
よ
り
、
そ
れ
以
前
に
製
作
さ

れ
た
か
し
ら
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

知
立
で
操
り
人
形
が
上
演
さ
れ
た
一
番

古
い
記
録
（
延
享
四
年
・
1747
年
）
よ
り

約
100
年
ほ
ど
遡
る
1600
年
代
中
ご
ろ
に
は
、

行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。 

　
古
浄
瑠
璃
か
し

ら
は
、
全
国
的
に

も
大
変
珍
し
く
貴

重
な
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
貴
重

な
史
料
を
、
私
た

ち
は
今
後
も
大
切

に
守
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。 

　
市
史
編
さ
ん
係
で
は
、
引
き
続
き
様
々

な
調
査
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
問
合
せ
　
文
化
課
　
市
史
編
さ
ん
係
（
1

（83）
６
７
８
９
） 

知立市施設管理協会臨時職員を募集します 
1　職種・採用人数・受験資格等 

 
 

 

 

 

 

2　採用候補者試験 

 

 

 

 

 

3　受験手続きおよび受付期間 

s提出書類　受験申込書1通（指定様式に写真を貼付
した自筆で記載されたもの） 
※指定様式は、4月16日Bから、市役所2階施設管理協
会事務局および右記「勤務場所」の各施設で配付しま
す。ただし、配付時間は各施設の開館時間に限ります。 

s受付期間　4月16日b～5月2日dまで（土・日曜日、
祝日を除く午前9時～午後5時まで） 
s受付場所　市役所2階　施設管理協会事務局 

4　雇用条件等 

s賃金　時間給940円（平成24年4月1日現在） 
s勤務時間　1日6時間以内で週5日以内。ただし、土・
日曜日、祝日勤務、夜間勤務もあります。 
注1）年収で70万円から100万円程度になります。 
注2）厚生年金、健康保険、雇用保険の対象にはなり

ません。 
s雇用期間　平成24年6月1日～平成25年3月31日まで。
ただし、勤務状況が良好な場合は、雇用期間を延長し
ます。 

5　勤務場所　中央公民館 

※ただし、配置転換により猿渡公民館・文化広場・福
祉体育館・昭和グランドのいずれかに変更となる場
合があります。 

6　採用予定日　平成24年6月1日 

7　その他 
・提出された書類は、返却しません。 
・受験資格の有無、提出書類の記載事項について、不
正があったときは、合格を取り消すことがあります。 

s問合せ　施設管理協会事務局（内線297） 

臨
時
職
員
（
栄
養
士
）
募
集 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
1
（81）
３
７
６
１
） 
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